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；幕17則卜自帽惇大塚完裟
住み允いま盲へ
住み鱗けたい豪雪へ

ひたむきに譲葉り菱す
絶もが安心・資金に暮ら

せるまち枚方をつくりた

い。住みたいまもへ。住み

掛ナたいまちへ次の世代

にも魅力あふれる枚方を

自倍を搾って伝えていき

たい。

長い行政での慈験と地域における活動経

験を活かしながら、そして、たくさんの方々

との対握を大切にしながら、枚方をもっとも

っと魅力のあるまもへとするた桝こ、金力で

濱獲ります。自給野中たぐさんの仲間からい

ただいている励ましの声を支えにして、限ら

れた選挙期間ではありますが、ひたむきひた

すら最後の最後まで恵り続けます。
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激
職
の
枚
方
市
機
会
職
員
遭
攣

・
誉
了
∵
十
÷
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

第
1
7
回
統
－
自
治
体
選
挙

の
後
半
戦
め
ひ
と
つ
、
枚
方

市
鍍
金
職
員
選
挙
が
1
7
日

（
日
）
昔
示
さ
れ
、
2
4
日
盲
）

の
投
開
票
に
向
け
た
激
し
い

戦
い
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

枚
方
市
会
離
農
遜
挙
は
定
・

数
日
畿
席
の
と
こ
ろ
、
購
入

が
立
俳
繍
す
る
激
戦
と
な
っ

て
い
る
。
川
日
に
開
票
さ
れ
た
統
一

自
治
体
凛
挙
の
前
半
戦
で
は
、

非
常
に
厳
し
い
結
果
と
な
っ

た
が
、
自
治
労
と
し
て
は
、

生
活
に
直
結
す
る
公
務
職
場

を
掬
う
立
場
と
し
て
、
地
域

住
民
の
生
活
を
支
え
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
も
、
自
治
労
の
考
え
方

を
共
有
で
き
る
首
長
・
離
農

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
時
重

第
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
遷
経
で
は
、
各
地

で
自
治
労
通
勤
を
鍍
金
の
場

で
積
掘
的
に
推
進
す
る
べ
く

厳
し
い
選
挙
戦
に
臨
ん
で
い

皐
鏡
禰
者
が
多
く
い
る
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に

係
り
で
は
、
地
方
自
治
癒
ゐ

公
務
鼻
の
責
務
の
大
き
さ
が

帯
び
組
織
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
一
方
で
公
務
点
バ

グ
シ
ン
グ
が
続
い
て
い
る
こ

と
妻
で
あ
る
。

公
務
員
、
そ
し
て
公
務
職

場
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が

練
く
中
で
行
わ
れ
る
選
挙
で

あ
る
が
、
政
治
ゐ
場
に
お
い

で
も
、
自
治
労
運
動
を
切
り

拓
く
道
を
閉
ざ
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
自
治
労
、
そ
し
て

帝
共
闘
の
推
薦
す
る
僕
欄
着

全
て
の
当
選
を
麟
い
た
い
。

な
お
、
今
回
の
遭
拳
に
お

い
て
白
持
労
・
帝
劇
輝
が
推

薦
を
行
っ
て
い
る
近
隣
の
候

補
は
次
の
通
り
。

・
島
弘
一
有
機
疇
節
義
含

・
和
二
審
東
等
口
市
義
金
）

・
奉
薄
茶
之
有
蓋
呈
窒

・
溝
田
剛
史
言
欝
毘

・
中
浜
実
需
機
材
織
豊

・
中
野
修
言
寄
瘡
轡
登

・
南
井
弘
行
爪
嚢
中
市
義
含

・
米
澤
修
司
薫
香
墓

市
井
朗
卿
に
加
入
を

～
新
入
職
員
の
曹
さ
ん
へ
～

市
典
綱
は
新
入
触
員
の
皆

さ
ん
に
市
弗
闘
　
（
職
員
組

合
・
現
業
労
組
・
水
道
労
組
・

椚
院
労
組
・
留
守
家
庭
児
童

重
責
労
軌
）
　
へ
の
加
入
を
呼

か
け
て
い
る
。

新
入
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
れ
ま
で
研
修
期
間
中
に

様
々
な
機
壷
で
組
合
の
腹
明

を
狩
り
で
き
た
。
組
合
蛭
私

た
ち
の
労
働
条
件
の
向
上
を

観
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、

公
務
職
場
の
組
合
と
．
し
て
、

社
会
的
資
産
豪
鼻
音
す
べ
く

環
魂
や
平
和
、
人
権
と
い
っ

た
繊
広
い
取
り
組
み
も
積
極

的
た
推
進
し
て
い
る
。

既
に
市
共
闘
に
加
入
さ
れ

た
新
入
職
員
の
ぜ
き
ん
も
お

ら
れ
る
が
、
ま
だ
加
入
き
れ

て
い
な
い
方
に
は
、
是
非
市

共
闘
へ
の
加
入
を
お
食
め
し

たい。


